
 
 
  

再 評 価 調 書 

 
調 書 作 成 年 月 日 令和 8 年 7 月 21 日 

事 業 担 当 課 河 川 課 

事 業 名 広域基幹 多田川
た だ が わ

河川改修事業 
補助・交付金・単独

の別 
補助 事業主体 宮 城 県 

施 行 地 名 大崎市
おおさきし

、加美町
か み ま ち

 【位置図後掲】 管理主体 宮 城 県 

根 拠 法 令 河川法第 60 条第 2 項 

事

業

の

概

要 

事 業 目 的  

多田川及び各支川は、下流が災害復旧や水害予防組合等の施行により築堤がなされてきた。しか
し、昭和 61 年の水害を初めとし、これまで浸水被害が頻発しており早急な河川改修が求められて
いる。このため、堤防等を整備することにより、同地区の洪水被害の軽減を図るものである。 

事 業 内 容  

事 業 着 手 時 
（平成 4 年度） 

河川改修延長 L=33,900m 
築堤 V=776,400m3、掘削 V=748,600m3、橋梁 70 橋、サイフォン 1 基、 
堰 24 基、樋管 84 基他 

再 評 価 時 
（平成 13 年度） 

河川改修延長 L=33,900m 
築堤 V=776,400m3、掘削 V=748,600m3、橋梁 70 橋、サイフォン 1 基、 
堰 24 基、樋管 84 基他 

再 々 評 価 時 
（平成 18 年度） 

河川改修延長 L=33,900m 
築堤 V=776,400m3、掘削 V=753,600m3、橋梁 70 橋、サイフォン 1 基、 
堰 24 基、樋管 84 基他 

再 々 評 価 時 
（令和 8 年度） 

同上 

【事業内容の変更状況とその要因】 

・変更なし 

事 業 費  

【主体別費用負担の内訳】 
 

 

全体事業費 費用負担内訳 

 
内 用 地 費
及 び 補 償
費 

国 
[ 50 %] 

県 
[ 50 %] 

市町村 
[ － %] 

その他 
[ － %] 

事 業 着 手 時 
（平成 4 年度） 

50.0 
億円 

6.8 
億円 

25.0 
億円 

25.0 
億円 

 
－ 億円 

 
－ 億円 

再 評 価 時 
（平成 13 年度） 

245.0 
億円 

76.8 
億円 

122.5 
億円 

122.5 
億円 

 
－ 億円 

 
－ 億円 

再 々 評 価 時 
（平成 18 年度） 

245.0 
億円 

76.8 
億円 

122.5 
億円 

122.5 
億円 

 
－ 億円 

 
－ 億円 

再 々 評 価 時 
（令和 8 年度） 

319.7 
億円 

76.8 
億円 

159.85 
億円 

159.85 
億円 

 
－ 億円 

 
－ 億円 

※事業費増加度（重点評価実施基準 指標 4） 
＝（再評価時事業費－事業着手時事業費）／事業着手時事業費 
＝（319.7 － 50.0 ）／ 50.0 ＝ 539.4％ 

【事業費の変更状況とその要因】 

・労務・物価上昇等に伴う増額。 
・働き方改革に掛かる諸経費率上昇等に伴う増額。 
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〇事業費増減対照表 

 

 事業着手時 

（平成 4 年度） 

再々評価時 

（平成 18 年度） 

再々評価時 

（令和 8 年度） 

増減 

（平成 18 年度比）
変更の主な理由 

事業量 事業費 事業量 事業費 事業量 事業費 事業量 事業費  

本工事費  
73.4% 

36.7 
億円 

 

44.1% 

108.1 

億円 

 

46.5% 

148.6 

億円 

- 

54.2% 

＋40.5 

億円 

労務・物価の上
昇 

築堤・掘削・ 
護岸工 

33,900m 
24.7 
億円 

33,900m 
100.3 

億円 
33,900m 

137.9 

億円 
- 

+37.6 

億円 

労務・物価の上
昇 

その他 一式 
12.0 

億円 
一式 

7.8 

億円 
一式 

10.7 

億円 
- 

+2.9 

億円 
労務・物価の上
昇 

測量及び試験費 一式 

5.0% 

2.5 

億円 

一式 

4.9% 

11.9 

億円 

一式 

7.4% 

23.6 

億円 

- 

15.7% 

+11.7 

億円 

労務・物価の上
昇 

用地費及び補償費 一式 
16.6% 

8.3 
億円 

一式 

31.3% 

76.8 

億円 

一式 

24.0% 

76.8 

億円 

- 
0.0 

億円 
 

その他工事費等 一式 
5.0% 

2.5 
億円 

一式 

19.7% 

48.2 

億円 

一式 

22.1% 

70.7 

億円 

- 

30.1% 

+22.5 

億円 

労務・物価の上
昇 

合計 

 100% 

50.0 

億円 

 

100% 

245.0 

億円 

 

100% 

319.7 

億円 

- 

100% 

+74.7 

億円 

労務・物価の上
昇 

 

事 業 の 進 捗 状 況 規則第 24 条第 1 号関係  

〇事業期間 
事業着手時 

（平成 4 年度） 
再々評価時 

（平成 18 年度） 
再々評価時 

（令和 8 年度） 

事業採択年度 H.4 年度 事業採択年度 H.4 年度 事業採択年度 H.4 年度 

用地買収着手

年度 
H.6 年度 

用地買収着手

年度 
H.6 年度 

用地買収着手

年度 
H.6 年度 

工事着手年度 H.4 年度 工事着手年度 H.4 年度 工事着手年度 H.4 年度 

  
計画変更実施

年度 
 

計画変更実施

年度 
 

完成予定年度 H.32(R2)年度 完成予定年度 H.50(R20)年度 完成予定年度 H.70(R40)年度 

・再々評価時の完成予定年度は、今回再評価に際し見直したもの。 

※事業停滞年数(重点評価実施基準指標 1)＝2 年（停滞あり） 

※事業工期延伸度(重点評価実施基準指標 3) 

＝（変更後予定事業期間）／（当初予定事業期間）＝ 67 ／ 29 ＝ 2.31 

 

〇進捗率 

令和 7 年度までの   ※（ ）：前回再評価時 

 

事業費 進捗率 内用地費 進捗率 

(71.0) 

195.4 億円 

(29.0) 

61.1％ 

(38.7) 

56.6 億円 

(50.4) 

73.7％ 

※事業工程乖離度(重点評価基準指標 2） 

＝（累加投資事業費／現全体事業費）－（累加年単純割額／現全体事業費） 

＝（ 195.4 ／ 319.7 ）－（ 162.2 ／ 319.7 ） 

＝（ 61.1 ）％－（ 50.7 ）％＝ 10.4％ 

 

【事業の進捗状況（順調でない場合にはその要因）】 

・平成 4 年度から事業着手し、鳴瀬川背水区間の施行を先行し、多田川及び渋川の築堤工事を行っ

た。平成 9 年度からは古川南土地区画整理事業に合わせ大江川 捷
しょう

水路
す い ろ

※事業に着手した。 

・床上浸水対策特別緊急事業として整備を進めていた大江川工区の捷水路及び遊水地が令和 3 年
度に完成した。 

・令和 2 年度からは、渋井川工区における渋井川水門に着手し、令和 8 年度までに渋井川排水機
場が完成し運用開始となる予定である。 
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・沿川では、平成 27 年 9 月関東・東北豪雨、令和元年度東日本台風及び令和 4 年 7 月洪水により
たびたび越水・破堤を繰り返しており、災害関連事業等も活用しながら河川整備を進めていると
ころである。 

・今後も計画的に事業を進めるために、これまでの進捗状況を鑑みて「年間投資額の見直し」を実
施したこと、また樋門・樋管等の統廃合に係る関係機関との調整に時間を要するため、事業期間
を令和 40 年まで延伸する。 

 

※ 捷
しょう

水路
す い ろ

：河川法線の湾曲部を直線的に連絡するために開削した人工水路。 

 

【今後の進捗の見込み（事業スケジュール表後掲）】 
・多田川本川の事業区間（L=10,900m）においては、これまでの河川整備により 20 年に 1 回程度起
こると予想される洪水規模の治水安全度は概ね確保されており、今後は、洪水時の越水を防止す
るために現堤防の腹付け盛土を進めていく。 

・各支川について多田川との合流部において、渋井川では水門及び排水機場、渋川では樋門の設置
を進めていく。 

 

施 設 管 理 の 予 定 ・ 管 理 状 況  

・河川維持管理計画（案）（令和 2 年 9 月）を策定し、管理区間を重要度により 4 区分に分け、a
区間が月 1 回、b 区間が年 4 回、c1 区間が年 2 回、c2 区間が必要時にパトロールを実施し、必
要に応じ支障木伐採、堆積土砂撤去作業等の維持管理を実施している。各河川は以下管理区間の
とおりパトロール及び維持管理作業を行っている。 

 河   川 管理延長  区分別延長(km） 

No 名称 (km) a 区間 b 区間 c1 区間 c2 区間 

232 多田川 21.9  12.9 9.0  

234 大江川 4.0  4.0   

235 渋井川 7.9  7.9   

236 渋川 22.7  16.9 3.8 2.0 

238 名蓋川 6.7  6.7   

 
 
 
 
 
 
 
 

事

業

の

必

要

性 

上 位 計 画 等  

・宮城県土木・建築行政推進計画（2021～2030）【宮城県土木部】（令和 7 年 3 月改定） 

・一級河川鳴瀬川水系多田川圏域河川整備計画 第 2 回変更（令和 5 年 11 月） 

・見える川づくり計画（2021）（令和 5 年 3 月改訂） 

・鳴瀬川水系河川整備基本方針：国土交通省 水管理国土保全局（令和 8 年 3 月 19 日変更） 

事 業 を 巡 る 社 会 経 済 情 勢 等 規則第 24 条 2 号関係  

○社会経済情勢 

1) 社会背景 

気候変動による災害の激甚化・頻発化を踏まえ、河川管理者が主体となって行う河川整備等
の事前防災対策を加速化させることに加え、あらゆる関係者が協働して流域全体で行う「流域
治水」への転換を推進し、総合的かつ多層的な対策を行っている。 

 

2) 過去の洪水実績 

・過去の浸水被害として、昭和 59 年から平成 15 年までの 20 年間に 17 回の洪水被害が発生して

おり、平成 14 年の台風 6 号では、浸水家屋 122 戸、浸水面積 588ha の甚大な被害が発生して

いる。 

・前回再評価（H20）以降、平成 27 年 9 月関東・東北豪雨、令和元年東日本台風及び令和 4 年 7

月洪水など、各支川で度々堤防決壊が生じており甚大な被害が発生している。 

表 水害実績（水害統計より作成） 
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3) 洪水発生時の主な影響 

・洪水氾濫により国道や市道等が冠水し通行止めとなる等、交通途絶に伴う周辺地域を含めた波及

被害が発生している。また、沿川の病院、学校等の公共施設、集落や農業施設が冠水するなど、

社会経済状況に大きな影響を及ぼした。 

 

○地元情勢、地元の意見 

・多田川・名蓋川改修促進期成同盟会 

・平成 15 年 4 月よりアドプト制度「みやぎスマイルリバー・プログラム」を展開しており、多田

川及び大江川において 5 団体がスマイルサポーターとして登録し、沿川の除草・清掃活動を行

い、河川管理に参画している。 

・度重なる浸水被害により、流域の住民や自治体から事業促進に対する強い要望がある。 

・度重なる洪水被害を経験しており、住民の防災意識は高く、沿川の大崎市では令和 3 年度に、加

美町では令和 4 年度にハザードマップを作成している。 
 

※ハザードマップ：河川の氾濫等の浸水情報及び避難に関する情報を分かりやすく提供するため、市町村が

作成し公表している住民避難用の地図。堤防が決壊した場合に予想される「浸水区域」や「浸水深」、危

険が迫った場合の「避難所」などが示されている。 

 

 

 

 

 

 

※水害原因 内:内水 有:有堤部越水 土:土石流 破:破堤 急:急傾斜池崩壊 洗失:洗掘･流失 他:その他(堤外地浸水等) 

4



 
 
  

 

事

業

の

有

効

性 

事 業 効 果  

○効果の発現状況 

・大江川においては、令和 3 年度に捷水路及び遊水地が完成したことにより、沿川における洪水被

害は着実に減少している。 

・多田川については、直轄管理境界から東北自動車道までの約 1.5 ㎞区間において、治水安全度
1/20 を確保している。 

 

○想定される事業効果 

・令和 40 年度までの完成を目指しており、事業の進捗に伴い浸水被害の軽減が図られる。 
・浸水被害の軽減により、交通途絶等の被害抑制に寄与するなど、交通インフラやライフライン確

保の効果は大きい。 
・事業完了により、治水安全度は多田川本川及び各支川において、1/50 が確保される。 
 

※治水安全度：確率統計学的に求められた概ね何年かに１回発生する規模の降雨による洪水が、氾濫しない

ように定めた河川改修の安全度。（治水安全度 1/50：概ね 50 年に１回降る確率の雨に対して定めた河川改修

の安全度） 

 

事

業

の

効

率

性 

関連事業の概要・進捗状況等  

・近年の洪水被害を踏まえ、渋井川では災害関連事業が採択され、堤体強化整備や堤防舗装工等を
実施し平成 29 年度に完成している。また名蓋川においては、R4 年度災害に対し災害復旧助成事
業が採択され一連区間において引き堤等を実施し、令和 8 年度に完成予定としている。 

・平成 30 年度からは多田川において、国土強靭化予算を活用し下流から河道掘削と、掘削土によ
る築堤工事を進めている。 

・古川市古川南土地区画整理事業による宅地造成が平成 17 年度に完了している。なお、宅地分譲
については平成 14 年から開始されている。 

・県営ほ場整備事業が、敷玉西部地区（H12～H21）、多田川左岸（H11～H20）で実施されている。 

代替案との比較検討 規則第 24 条第 3 号関係  

１． 多田川、渋川、渋井川、名蓋川については①ダム案、②遊水地案が考えられるが、以下の理由

により現川拡幅を基本とする現計画が最適である。 

①ダ ム 案：低平地を流下する河川であり、ダムサイトの適地が無いため、ダム案とした場合貯

水容量を確保するには、広大な面積の買収や複数のダムが必要となる。 

②遊水地案：貯水容量を確保するためには、浸水域ではないところを遊水地化することになるた

め、広大な用地買収が必要となる。 

２． 大江川については、経済比較の結果、捷水路＋遊水地により改修済みであることから、代替案

は無い。 

コ ス ト 縮 減 計 画 規則第 24 条第 4 号関係  

・築堤材等について、隣接する他工事からの発生材を有効利用することにより、コスト縮減に努め

る。 
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事

業

の

効

率

性 

費 用 対 効 果 規則第 24 条第 5 号関係  

根拠マニュアル：治水経済調査マニュアル(案) 

（令和 7 年 7 月版 国土交通省水管理・国土保全局） 

社会的割引率：4％ 

便益算定期間:事業開始～事業完了+ 50 年後 

区分 
事業着手時 

基準年 
（平成 4 年度） 

再評価時 
基準年 

（平成 13 年度） 

再々評価時 
基準年 

（平成 18 年度） 

再々評価時 
基準年 

（令和 8 年度） 

費
用
項
目 

事業費  - 24,500 百万円 31,970 百万円 

維持管理費  - 9,063 百万円 13,505 百万円 

費用の合計  - 33,563 百万円 45,475 百万円 

総費用（C）  19,050 百万円 21,152 百万円 55,961 百万円 

便
益 

便益の合計  - 362,010 百万円 2,176,021 百万円 

総便益（B）  83,370 百万円 93,848 百万円 861,261 百万円 

費用便益比（B/C）  4.4 4.437 15.390 

※事業着手時における費用便益比は算定していない。 

※表示桁数の関係で計算値が一致しないことがある。 

※費用項目については、消費税を控除した金額である。 

※平成 13 年度に実施した再評価は、現在の様式と記載項目が異なり、詳細な項目を記載していない。 

 
 

【事業効果算出方法】 

・治水施設の整備及び維持管理に要する総費用と、治水施設整備によってもたらされる総便益（被

害軽減）を、社会的割引率及びデフレーターを用いて現在価値化して比較する。 

 
現在価値化 ：費用便益分析では、便益や費用を現在の価値として統一的に評価するために、将来または

過去における金銭の価値を現在の価値に換算する必要がある。 

社会的割引率：費用便益分析において、将来の便益や費用を現在の価値として統一的に評価（現在価値化）

する際に割り引くための比率である。国土交通省所管公共事業の費用便益分析で適用され

る社会的割引率は全て 4％とされており、4％と設定している。 

デフレーター：名目価格から実質価格を算出するために用いられる価格指数。 

 

【事業の費用（C）】 

（1）事業費・維持管理費はデフレーターによる補正及び社会的割引率 4%を用いて現在価値化し、

費用を算定する。 

（2）維持管理費は事業費の 0.5%/年とし、評価対象期間内（施設の完成後 50 年間）での維持管理

費を対象としている。 

費用の合計  45,475 百万円 → 総費用（現在価値化） 55,961 百万円 

費用便益比算定条件

基準年次：令和 8 年度 
完成年次：令和 40 年度 
評価対象期間：施設完成後 50 年間 
社会的割引率：4％ 

便益の算定 
被害防止便益 

費用の算定 
事業費
維持管理費

(事業費の 0.5%/ 年)

便益の現在価値 費用の現在価値 
(C) 

費用便益比 
（B/C） 

現在価値化 社
会
的
割
引
率 

デフレーター 

(B) 
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【事業の便益（B）】 

(1) 事業の便益（効果）は、河川改修によって軽減される被害額(=被害防止効果)を算出する｡ 

(2) 洪水は自然現象であるため、既往最大の洪水に対する経済的な分析を行うだけでは不十分で

あり、他の河川との比較や目標整備水準に対する妥当性に対する経済的な評価を行うため、

対象とする洪水の規模をその生起確率から設定する。 

(3) 計画規模を含むいくつかの確率年を設定し、治水施設の整備によって防止し得る被害額を便

益とする｡このとき被害額は一般資産、農作物、公共土木施設等、農地・農業用施設に区分し

て算出する｡ 

(4) 確率年別に求めた被害額に流量規模に応じた洪水の生起確率を乗じて求めた確率年別年平均

被害額を累計し年平均被害軽減期待額を算定する。年平均被害軽減期待額は、整備期間中は

事業費に応じて補正している。 

被害額 

 
便益の合計 2,176,021 百万円 → 総便益（現在価値化） 861,261 百万円 

 

○年平均被害軽減期待額（単位：億円） 

年平均被害軽減期待額 25,756 百万円 

（後掲参考資料 4、費用対効果分析算定結果参照） 

 
 

 

【算定していない便益等】 

・洪水氾濫による直接的、間接的な被害のうち、現段階で経済的に評価可能な被害の防止効果を便

益として評価しており、算定していない被害防止便益が多く存在するため、算定している以上

の便益があると考えられる。 

・算定していない主な被害防止便益は、交通遮断による波及被害、家庭における平時の活動阻害、

被災事業所の営業停止による周辺事業所への波及被害、リスクプレミアム、高度化便益などが

ある。 
リスクプレミアム：被災可能性に対する不安 

高度化便益：治水安全度の向上による地価の上昇等 

 

【前回再評価時との違いの要因】 

・治水経済調査マニュアル改定に伴う被害額算定方法の変更、各種資産評価単価及びデフレーター

の改定等による。 

 

 

 

 

 

区分 概要 算定方法

一般資産
家屋
家庭用品
事業所の資産等

各資産額×浸水深に応じた被害率

農作物 浸水による農作物 農作物資産額×浸水深に応じた被害率

公共土木施設等
公共土木施設（道路・橋梁等）
公益事業施設（鉄道・電力施設等）

一般資産被害額×74.2％

農地・農業施設 農地や農業用施設 水田・畑面積×1,539円/m2

間接被害
営業停止損失
応急対策費用
水害廃棄物処理費用等
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環
境
へ
の
影
響
と
対
策 

地 域 指 定 状 況 等  

・世界農業遺産「大崎耕土」（鳴瀬川流域） 

 

 

影 響 と 対 策  

「生態系及び自然景観の保全と再生」をテ－マに、在来種の植物が再生する川づくりを目指す。築

堤勾配を２割とし、浸食防止のため張芝を行う。 

再

評

価

部

会

意

見

へ

の

対

応

状

況 

再 評 価 実 施 状 況  

 
再評価実施年度 平成 13 年度  

答
申 

答申 継続妥当 

付帯意見 なし 

評
価
結
果 

評価結果 事業継続 

付帯意見に

対する対応

方針 

なし 

 
再評価実施年度 平成 18 年度  

答
申 

答申 継続妥当 

条件 なし 

別紙意見 

１． 審議対象事業の実施に対する意見 

・なし 

２． 今後の事業実施に関する意見 

・なし 

３． 今後の公共事業再評価の実施に関する意見 

・再評価時点において事業調整中の部分についても、将来の費用及

び効果の変化が見込まれるものについては、可能な限り評価に

含めること。 

評
価
結
果 

評価結果 事業継続 

対応方針 なし 

別紙意見に

対する対応

方針 

１． 審議対象事業の実施に対する意見への対応方針 

・なし 

２． 今後の事業実施に関する意見への対応方針 

・なし 

３． 今後の公共事業再評価の実施に関する意見への対応方針 

・再評価時点において事業調整中の部分についても、将来の費用及

び効果の変化が見込まれるものについては、可能な限り評価に含

めるよう努める。 

 

現 在 の 対 応 状 況  

・「今後 10 年間の整備方針及び事業計画」については、参考資料 3 に記載。 

・前回再評価時からの事業進捗を分かりやすくするため、再評価調書に前回の進捗率を記載してい

る。 

総
合
評
価 

対 応 方 針 （ 案 ）  

 

事業継続 
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事

業

表 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

多田川 H4 ～ H13 ～ H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

　調査・設計

　用地・補償

　本工事
　(築堤・護岸)

　その他
　(橋梁・樋管)

多田川 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20 R21 R22 R23 R24 R25 R26 R27 R28 R29 R30 R31

　調査・設計

　用地・補償

　本工事

　(築堤・護岸)

　その他
　(橋梁・樋管)
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位

置

図 

 
＜位置図＞ 

 

 
 

＜氾濫区域図（確率年 1/50）＞ 
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事業名 広域基幹　多田川河川改修事業 施工地名 大崎市、加美町

事業概要図

（参考資料1）

平面図

標準断面図

流量配分図
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事業名 広域基幹　多田川河川改修事業 施工地名 大崎市、加美町

（参考資料2）

事業施工状況等

施工状況

大江川状況写真（１） 大江川状況写真（２）

多田川状況写真 渋井川状況写真

大江川浸水状況写真（１） 多田川浸水状況写真（２）

被災状況
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事業名 広域基幹　多田川河川改修事業 施工地名 大崎市、加美町

（参考資料2）

事業施工状況等

施工状況

渋井川水門、排水機場航空写真
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事業名 広域基幹　多田川河川改修事業 施工地名 大崎市、加美町

（参考資料3）

短期的事業計画調書

当面の整備方針及び事業計画

・多田川河川改修事業のうち、多田川及び渋川の整備を重点的に進め、治水安全度を1/20程度まで向
上させる。

当面の整備区間を示した図面

標準断面図

概略平面図
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（参考資料4）

費用対効果分析算定結果

【 】

-34 H4 96.5 0.26 16.1 61.1 1.3 4.8 20.00 95.9 0.1 0.5 20.1 96.4
-33 H5 96.2 0.27 40.3 147.0 1.3 4.6 30.00 138.8 0.3 1.2 30.3 140.0
-32 H6 96.3 0.29 96.7 339.1 1.3 4.4 70.00 311.1 0.6 2.7 70.6 313.8
-31 H7 96.0 0.30 327.1 1,103.3 1.3 4.3 286.00 1,226.0 2.0 8.7 288.0 1,234.7
-30 H8 95.6 0.31 480.1 1,557.3 1.3 4.1 190.00 786.4 3.0 12.3 193.0 798.8
-29 H9 96.1 0.32 717.8 2,238.6 1.3 4.0 295.00 1,168.0 4.5 17.6 299.5 1,185.6
-28 H10 94.1 0.33 1,555.6 4,664.9 1.3 3.9 1,040.00 4,043.3 9.7 37.5 1,049.7 4,080.8
-27 H11 93.1 0.35 2,126.0 6,130.1 1.3 3.8 708.00 2,675.1 13.2 49.9 721.2 2,725.0
-26 H12 92.9 0.36 3,324.8 9,217.9 1.3 3.6 1,488.00 5,417.7 20.6 75.1 1,508.6 5,492.8
-25 H13 90.6 0.38 4,170.7 11,118.4 1.3 3.6 1,050.00 3,769.2 25.9 92.9 1,075.9 3,862.2
-24 H14 89.4 0.39 5,024.6 12,879.7 1.4 3.5 1,060.00 3,707.9 31.2 109.1 1,091.2 3,817.0
-23 H15 89.4 0.41 5,371.1 13,238.1 1.4 3.4 430.00 1,446.3 33.3 112.1 463.3 1,558.4
-22 H16 89.7 0.42 5,665.9 13,427.7 1.4 3.2 366.00 1,179.7 35.2 113.3 401.2 1,293.1
-21 H17 90.2 0.44 5,775.5 13,161.0 1.4 3.1 136.00 419.2 35.8 110.5 171.8 529.7
-20 H18 91.2 0.46 5,923.4 12,978.8 1.3 2.9 183.56 538.0 36.8 107.8 220.3 645.8
-19 H19 92.6 0.47 6,153.0 12,963.3 1.3 2.8 285.00 791.1 38.2 106.0 323.2 897.1
-18 H20 95.4 0.49 6,169.1 12,497.4 1.3 2.6 20.00 51.8 38.3 99.2 58.3 151.0
-17 H21 92.4 0.51 6,185.2 12,048.1 1.3 2.6 20.00 51.4 38.4 98.7 58.4 150.2
-16 H22 92.5 0.53 6,185.2 11,584.7 1.3 2.5 0.00 0.0 38.4 94.8 38.4 94.8
-15 H23 94.8 0.56 6,185.2 11,139.2 1.3 2.3 0.00 0.0 38.4 89.0 38.4 89.0
-14 H24 94.5 0.58 6,201.3 10,738.6 1.3 2.2 20.00 44.7 38.5 86.0 58.5 130.8
-13 H25 96.5 0.60 6,418.2 10,686.8 1.3 2.1 269.23 566.8 39.8 83.9 309.1 650.6
-12 H26 99.7 0.62 6,499.6 10,406.0 1.2 2.0 101.00 197.9 40.3 79.0 141.3 276.9
-11 H27 100.0 0.65 6,612.3 10,179.4 1.2 1.9 140.00 262.9 41.0 77.1 181.0 340.0
-10 H28 100.6 0.68 7,095.7 10,503.4 1.2 1.8 600.00 1,077.1 44.0 79.1 644.0 1,156.1
-9 H29 102.9 0.70 7,772.4 11,062.6 1.2 1.7 840.00 1,417.5 48.2 81.4 888.2 1,498.9
-8 H30 106.5 0.73 8,159.1 11,166.3 1.1 1.6 480.00 752.5 50.6 79.4 530.6 831.9
-7 H31,R1 108.9 0.76 8,518.4 11,209.7 1.1 1.5 446.00 657.5 52.9 77.9 498.9 735.4
-6 H32,R2 109.0 0.79 9,290.2 11,755.1 1.1 1.4 958.00 1,356.7 57.7 81.7 1,015.7 1,438.4
-5 H33,R3 113.1 0.82 9,854.4 11,989.3 1.1 1.3 700.25 919.0 61.2 80.3 761.4 999.3
-4 H34,R4 118.5 0.85 10,829.1 12,668.6 1.0 1.2 1,210.00 1,457.3 67.2 80.9 1,277.2 1,538.3
-3 H35,R5 122.0 0.89 12,796.5 14,394.3 1.0 1.1 2,442.00 2,746.9 79.4 89.3 2,521.4 2,836.3
-2 H36,R6 122.0 0.92 14,109.6 15,261.0 1.0 1.1 1,630.00 1,763.0 87.6 94.7 1,717.6 1,857.7
-1 H37,R7 122.0 0.96 15,743.4 16,373.2 1.0 1.0 2,028.00 2,109.1 97.7 101.6 2,125.7 2,210.7

0 H38,R8 122.0 1.00 15,871.5 15,871.5 1.0 1.0 159.00 159.0 98.5 98.5 257.5 257.5

1 H39,R9 1.04 16,180.4 15,558.1 1.0 1.0 383.40 368.7 100.4 96.6 483.8 465.2
2 H40,R10 1.08 16,489.3 15,245.3 1.0 0.9 383.40 354.5 102.3 94.6 485.7 449.1
3 H41,R11 1.12 16,798.1 14,933.5 1.0 0.9 383.40 340.8 104.3 92.7 487.7 433.5
4 H42,R12 1.17 17,107.0 14,623.2 1.0 0.9 383.40 327.7 106.2 90.8 489.6 418.5
5 H43,R13 1.22 17,415.9 14,314.6 1.0 0.8 383.40 315.1 108.1 88.8 491.5 404.0
6 H44,R14 1.27 17,724.8 14,008.1 1.0 0.8 383.40 303.0 110.0 86.9 493.4 390.0
7 H45,R15 1.32 18,033.7 13,704.1 1.0 0.8 383.40 291.4 111.9 85.1 495.3 376.4
8 H46,R16 1.37 18,342.5 13,402.7 1.0 0.7 383.40 280.2 113.8 83.2 497.2 363.3
9 H47,R17 1.42 18,651.4 13,104.2 1.0 0.7 383.40 269.4 115.8 81.3 499.2 350.7
10 H48,R18 1.48 18,960.3 12,808.9 1.0 0.7 383.40 259.0 117.7 79.5 501.1 338.5
11 H49,R19 1.54 19,269.2 12,516.9 1.0 0.6 383.40 249.1 119.6 77.7 503.0 326.7
12 H50,R20 1.60 19,578.0 12,228.4 1.0 0.6 383.40 239.5 121.5 75.9 504.9 315.4
13 H51,R21 1.67 19,886.9 11,943.6 1.0 0.6 383.40 230.3 123.4 74.1 506.8 304.4
14 H52,R22 1.73 20,195.8 11,662.6 1.0 0.6 383.40 221.4 125.3 72.4 508.7 293.8
15 H53,R23 1.80 20,504.7 11,385.5 1.0 0.6 383.40 212.9 127.3 70.7 510.7 283.6
16 H54,R24 1.87 20,813.6 11,112.5 1.0 0.5 383.40 204.7 129.2 69.0 512.6 273.7
17 H55,R25 1.95 21,122.4 10,843.7 1.0 0.5 383.40 196.8 131.1 67.3 514.5 264.1
18 H56,R26 2.03 21,431.3 10,579.1 1.0 0.5 383.40 189.3 133.0 65.7 516.4 254.9
19 H57,R27 2.11 21,740.2 10,318.8 1.0 0.5 383.40 182.0 134.9 64.0 518.3 246.0
20 H58,R28 2.19 22,049.1 10,062.9 1.0 0.5 383.40 175.0 136.8 62.5 520.3 237.4
21 H59,R29 2.28 22,357.9 9,811.4 1.0 0.4 383.40 168.3 138.8 60.9 522.2 229.1
22 H60,R30 2.37 22,666.8 9,564.4 1.0 0.4 383.40 161.8 140.7 59.4 524.1 221.1
23 H61,R31 2.46 22,975.7 9,321.8 1.0 0.4 383.40 155.6 142.6 57.9 526.0 213.4
24 H62,R32 2.56 23,284.6 9,083.8 1.0 0.4 383.40 149.6 144.5 56.4 527.9 206.0
25 H63,R33 2.67 23,593.5 8,850.3 1.0 0.4 383.40 143.8 146.4 54.9 529.8 198.8
26 H64,R34 2.77 23,902.3 8,621.3 1.0 0.4 383.40 138.3 148.3 53.5 531.8 191.8
27 H65,R35 2.88 24,211.2 8,396.8 1.0 0.3 383.40 133.0 150.3 52.1 533.7 185.1
28 H66,R36 3.00 24,520.1 8,176.9 1.0 0.3 383.40 127.9 152.2 50.7 535.6 178.6
29 H67,R37 3.12 24,829.0 7,961.4 1.0 0.3 383.40 122.9 154.1 49.4 537.5 172.4
30 H68,R38 3.24 25,137.8 7,750.5 1.0 0.3 383.40 118.2 156.0 48.1 539.4 166.3
31 H69,R39 3.37 25,446.7 7,543.9 1.0 0.3 383.40 113.7 157.9 46.8 541.3 160.5
32 H70,R40 3.51 25,755.6 7,341.8 1.0 0.3 383.40 109.3 159.9 45.6 543.3 154.9
33 H71,R41 3.65 25,755.6 7,059.5 1.0 0.3 159.9 43.8 159.9 43.8
34 H72,R42 3.79 25,755.6 6,787.9 1.0 0.3 159.9 42.1 159.9 42.1
35 H73,R43 3.95 25,755.6 6,526.9 1.0 0.3 159.9 40.5 159.9 40.5
36 H74,R44 4.10 25,755.6 6,275.8 1.0 0.2 159.9 39.0 159.9 39.0
37 H75,R45 4.27 25,755.6 6,034.5 1.0 0.2 159.9 37.5 159.9 37.5
38 H76,R46 4.44 25,755.6 5,802.4 1.0 0.2 159.9 36.0 159.9 36.0
39 H77,R47 4.62 25,755.6 5,579.2 1.0 0.2 159.9 34.6 159.9 34.6
40 H78,R48 4.80 25,755.6 5,364.6 1.0 0.2 159.9 33.3 159.9 33.3
41 H79,R49 4.99 25,755.6 5,158.3 1.0 0.2 159.9 32.0 159.9 32.0
42 H80,R50 5.19 25,755.6 4,959.9 1.0 0.2 159.9 30.8 159.9 30.8
43 H81,R51 5.40 25,755.6 4,769.1 1.0 0.2 159.9 29.6 159.9 29.6
44 H82,R52 5.62 25,755.6 4,585.7 1.0 0.2 159.9 28.5 159.9 28.5
45 H83,R53 5.84 25,755.6 4,409.3 1.0 0.2 159.9 27.4 159.9 27.4
46 H84,R54 6.07 25,755.6 4,239.7 1.0 0.2 159.9 26.3 159.9 26.3
47 H85,R55 6.32 25,755.6 4,076.7 1.0 0.2 159.9 25.3 159.9 25.3
48 H86,R56 6.57 25,755.6 3,919.9 1.0 0.2 159.9 24.3 159.9 24.3
49 H87,R57 6.83 25,755.6 3,769.1 1.0 0.1 159.9 23.4 159.9 23.4
50 H88,R58 7.11 25,755.6 3,624.1 1.0 0.1 159.9 22.5 159.9 22.5
51 H89,R59 7.39 25,755.6 3,484.7 1.0 0.1 159.9 21.6 159.9 21.6
52 H90,R60 7.69 25,755.6 3,350.7 1.0 0.1 159.9 20.8 159.9 20.8
53 H91,R61 7.99 25,755.6 3,221.8 1.0 0.1 159.9 20.0 159.9 20.0
54 H92,R62 8.31 25,755.6 3,097.9 1.0 0.1 159.9 19.2 159.9 19.2
55 H93,R63 8.65 25,755.6 2,978.8 1.0 0.1 159.9 18.5 159.9 18.5
56 H94,R64 8.99 25,755.6 2,864.2 1.0 0.1 159.9 17.8 159.9 17.8
57 H95,R65 9.35 25,755.6 2,754.0 1.0 0.1 159.9 17.1 159.9 17.1
58 H96,R66 9.73 25,755.6 2,648.1 1.0 0.1 159.9 16.4 159.9 16.4
59 H97,R67 10.12 25,755.6 2,546.3 1.0 0.1 159.9 15.8 159.9 15.8
60 H98,R68 10.52 25,755.6 2,448.3 1.0 0.1 159.9 15.2 159.9 15.2
61 H99,R69 10.94 25,755.6 2,354.2 1.0 0.1 159.9 14.6 159.9 14.6
62 H100,R70 11.38 25,755.6 2,263.6 1.0 0.1 159.9 14.0 159.9 14.0
63 H101,R71 11.83 25,755.6 2,176.6 1.0 0.1 159.9 13.5 159.9 13.5
64 H102,R72 12.31 25,755.6 2,092.8 1.0 0.1 159.9 13.0 159.9 13.0
65 H103,R73 12.80 25,755.6 2,012.4 1.0 0.1 159.9 12.5 159.9 12.5
66 H104,R74 13.31 25,755.6 1,935.0 1.0 0.1 159.9 12.0 159.9 12.0
67 H105,R75 13.84 25,755.6 1,860.5 1.0 0.1 159.9 11.5 159.9 11.5
68 H106,R76 14.40 25,755.6 1,789.0 1.0 0.1 159.9 11.1 159.9 11.1
69 H107,R77 14.97 25,755.6 1,720.2 1.0 0.1 159.9 10.7 159.9 10.7
70 H108,R78 15.57 25,755.6 1,654.0 1.0 0.1 159.9 10.3 159.9 10.3
71 H109,R79 16.19 25,755.6 1,590.4 1.0 0.1 159.9 9.9 159.9 9.9
72 H110,R80 16.84 25,755.6 1,529.2 1.0 0.1 159.9 9.5 159.9 9.5
73 H111,R81 17.52 25,755.6 1,470.4 1.0 0.1 159.9 9.1 159.9 9.1
74 H112,R82 18.22 25,755.6 1,413.9 1.0 0.1 159.9 8.8 159.9 8.8
75 H113,R83 18.95 25,755.6 1,359.5 1.0 0.1 159.9 8.4 159.9 8.4
76 H114,R84 19.70 25,755.6 1,307.2 1.0 0.1 159.9 8.1 159.9 8.1
77 H115,R85 20.49 25,755.6 1,256.9 1.0 0.0 159.9 7.8 159.9 7.8
78 H116,R86 21.31 25,755.6 1,208.6 1.0 0.0 159.9 7.5 159.9 7.5
79 H117,R87 22.16 25,755.6 1,162.1 1.0 0.0 159.9 7.2 159.9 7.2
80 H118,R88 23.05 25,755.6 1,117.4 1.0 0.0 159.9 6.9 159.9 6.9
81 H119,R89 23.97 25,755.6 1,074.4 1.0 0.0 159.9 6.7 159.9 6.7
82 H120,R90 24.93 25,755.6 1,033.1 1.0 0.0 159.9 6.4 159.9 6.4

2,176,021 861,261 31,970 50,158 13,505 5,803 45,475 55,961
15.390
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第11表

治水事業

指数
①費用

⑤現在
価値

①×④

①費用
⑤現在
価値

①×④

費用

費用（C）

①便益
⑤現在
価値

①/③

建設費 維持費 建設費+維持費

現在価値

単位：百万円 鳴瀬川水系 多田川

期間 年度t

デフレー
ター ③

社会的
割引率

便益（B）
②

デフレー
ターに

よる係数

④現在価
値化係数
（費用）
②/③

04,0008,00012,00016,00020,000

0 4,000 8,000 12,000 16,000 20,000
H 4

H 6

H 8

H 1 0

H 1 2

H 1 4

H 1 6

H 1 8

H 2 0

H 2 2

H 2 4

H 2 6

H 2 8

H 3 0

H 3 2, R2

H 3 4, R4

H 3 6, R6

H 3 8, R8

H 4 0, R1 0

H 4 2, R1 2

H 4 4, R1 4

H 4 6, R1 6

H 4 8, R1 8

H 5 0, R2 0

H 5 2, R2 2

H 5 4, R2 4

H 5 6, R2 6

H 5 8, R2 8

H 6 0, R3 0

H 6 2, R3 2

H 6 4, R3 4

H 6 6, R3 6

H 6 8, R3 8

H 7 0, R4 0

H 7 2, R4 2

H 7 4, R4 4

H 7 6, R4 6

H 7 8, R4 8

H 8 0, R5 0

H 8 2, R5 2

H 8 4, R5 4

H 8 6, R5 6

H 8 8, R5 8

H 9 0, R6 0

H 9 2, R6 2

H 9 4, R6 4

H 9 6, R6 6

H 9 8, R6 8

H 1 00 ,R 7 0

H 1 02 ,R 7 2

H 1 04 ,R 7 4

H 1 06 ,R 7 6

H 1 08 ,R 7 8

H 1 10 ,R 8 0

H 1 12 ,R 8 2

H 1 14 ,R 8 4

H 1 16 ,R 8 6

H 1 18 ,R 8 8

H 1 20 ,R 9 0

事業費（百万円）

便益（百万円）

総便益（現在価値化）

総費用（現在価値化）

便益

費用
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